
【
金
子
台
遺
跡
と
は
】 

 

昭
和
37
年
に
企
業
の
本
社
拡
張
工
事
を
き
っ
か

け
に
発
見
・
調
査
さ
れ
た
遺
跡
で
、
縄
文
時
代
中

期
お
よ
び
後
期
・
晩
期
の
遺
物
や
遺
構
が
数
多
く

見
つ
か
り
ま
し
た
。
後
期
の
墓
地
で
は
、
地
面
に

穴
を
掘
っ
て
遺
体
を
納
め
た
後
、
地
上
に
複
数
の

石
を
並
べ
た
と
思
わ
れ
る
お
墓
が
た
く
さ
ん
見
つ

か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
墓
地
の
南
に
は
、
同
じ
時

期
の
住
居
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。 

住
む
場
所
と
墓
地
を
区
別
し
て
作
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
格
的
な
墓
地
の
形
成
を
知
る
上
で
も

重
要
な
遺
跡
で
す
。 

 

現
在
、
墓
地
の
一
部
は
町
の
指
定
重
要
文
化
財

(
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル)

と
し
て
企
業
の
敷
地
内
に

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【豆知識】縄文時代ってどのくらい前の時代？ 

縄文時代とひとことでいっても，1 万年というとても長い間つづいた

時代です。ですから最初のころと終わりのころとではかなり生活のしか

たが変わっており、縄文時代を６つの時期に分けています。 

 

 草創期   早期    前期   中期   後期   晩期 

16,500年前  9,000年前  6,000年前 5,000年前 4,000 年前 3,000年前 

～
縄
文
時
代
の
暮
ら
し
に
思
い
を
馳
せ
て
～ 

金
子
台
遺
跡
の
出
土
品
を
展
示
し
ま
す 

平成 24 年 11 月 1 日 

発行 生涯学習課 

 

金
子
台
遺
跡
の
出
土
品
は
、
町
が
昭
和
女
子
大
学
に
調
査
や
研
究
を
依
頼
し

て
お
り
ま
す
が
、
出
土
品
の
一
部
を
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
資
料
展
示
室
に
展

示
し
、
公
開
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
昭
和
女
子
大
学
人
間
文
化
学
部
歴
史
文
化
学
科
の
小
泉
玲
子
教
授
か

ら
遺
跡
や
出
土
品
に
つ
い
て
の
解
説
や
、
古
代
の
興
味
深
い
お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

縄文後期 

大きさや形、表面が丹念に磨か

れていることから祭事など、特

別な行事に使用されていたもの

と考えられ、お墓に埋葬されて

いたものと思われます。 

祭
事
と
し
て
使
用
し
た
出
土
品 

 

祭
事
な
ど
特
別
な
行
事
に
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
、
お
墓
に
埋
葬
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

小泉教授に、出土品について解説していただきました。 

展
示
品
に
つ
い
て 

ひ
と
く
く
り
に
縄
文
土
器
と
言
っ
て
も
、
様
々
な
形
や
大
き
さ
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。
使
用
す
る
用
途
に
よ
っ
て
、
古
代
の
人
々
は
土
器
を
作
り

分
け
て
い
た
よ
う
で
す
。 

縄文後期 

四角い形で変わっています

が、今で言う急須です。 

穴があいている部分には本来

注ぎ口がついていたと考えら

れています。  

 

縄文後期 

この黒い出土品は、わざと黒く色

が着けられています。土器を焼くと

きに草を一緒にいぶしながら焼く

と、炭素が土器の表面に付着し、黒

くなるそうです。 

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生
活
用
具
と
し
て
使
用
し
た
出
土
品 

 

金
子
台
遺
跡
は
縄
文
中
期
か
ら
晩
期
に
か
け
て
大
変
長
い
間
続
い

た
遺
跡
で
す
。
生
活
用
具
も
時
代
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
ま
す
。 

 

 

縄文中期 

生活の中で使われていたもの

です。表面の縄の文様や飾り

が見られます。 

 

縄文後期 

生活の中で使われていたもの

です。縄文後期には縄の模様

がなく、シンプルな形の土器

が見られます。 

 

【土器の形について】 

縄文時代の最初の頃の土器は底が

とがっていました。とがっていても

土に刺すことで安定し、火に当たる

部分も多いことから熱効率がよく、

調理に適していたと考えられます。 

しかし、時代が進むにつれて底が

とがった形の土器は作られなくなり

底が平らな土器が主流になります。

また、後期になると土器の底が小さ

くなる傾向が見られます。 

【出土品の復元について】 

出土品は、どれも出土したときは割れてバラバラで、

ここにあるものは全て、復元したものです。 

出土品は破片が全て見つかるとはことはまれで、破

片が見つからない部分を石膏で復元します。その部分

を着色して本物のように仕上げる場合と石膏のまま、

もしくはあえて本物と同じ色に着色しない方法もあり

ます。こうすることで、破片からが全体の形を想像し

て復元していることが一目瞭然となるからです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【インフォメーション】 

昭和３８年 2 月当時の金子台遺跡 ストーンサークル発掘調査映像（動画）を 

神奈川県ホームページで見ることができます。 

＜閲覧方法＞ 

パソコン検索で、次の言葉を入力してください。 

懐かしの神奈川映像 ストーンサークル 

→ 縄文時代のストーンサークルを発掘―神奈川県ホームページ―をクリック 

  

敷石住居跡 （町指定重要文化財） 配石遺跡 

ストーンサークル（町指定重要文化財） 

㈱ブルックス 
体育館 

金子台遺跡 


